
１　教育課程　学習支援
研修（校内情報処理）

２　生徒支援 ３　進路支援 ４　美化支援・保健管理
５　保護者との連携
　　教育環境整備

６　読書支援 ７　教育相談 ８　社会人への準備
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生徒指導部
特活指導部

進学指導部
就職指導部

保健部 庶務部 図書部 教育相談室 全教職員

具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組

①学校生活の様々な場面を
活用して、自分の生き方を
真剣に考え、人生を主体的
に生きる態度の育成に努め
る。

目標：国内、国外の社会情
勢や出来事などの情報収集
に努め、理解しようとしてい
る生徒の割合70％以上

②教育活動全体を通して、
ビジネスマナーやコミュニ
ケーション能力の育成を図
る。

目標：挨拶や言葉遣いに気
をつけながら、コミュニケ－
ションをはかる取り組みをし
ている生徒の割合80％以上

・生徒の読書意欲の向上
を図る。
・図書館利用の拡充に努
める。

・問題を抱える生徒の早期
発見とその適切な対応を
図る。
・当該生徒および保護者
や担任への支援と連携に
努める。

・自己の将来に展望を持
ち、高校生活を主体的に取
り組む態度の育成に努め
る。

①分かる授業を推進するた
め、公開授業週間を実施
し、教材研究・授業研究を
充実させ、支援の充実と研
究・工夫を継続的に行う。

目標：授業の内容が理解
できている生徒の割合70%
以上

②生徒の学力向上を図る
ため、小テストなどを実施
し、また、課題の取組状況
を確認する。さらに成績不
振の生徒に対しては、補習
等で時間をかけて丁寧に
支援する。

目標：小テストの実施、課
題の取組の確認、成績不
振の生徒の支援を行なっ
ている教職員の割合80%以
上

①全教員による容儀検査を
各学期３回実施する。定期
的な容儀検査だけでなく、
徹底した事前・事後支援を
行う。

目標：正しい身なりを心が
けている生徒の割合90％
以上

②主体的な生徒会活動を
通して、自主自律の精神を
養う。また、保護者との相互
理解を深めながら部活動の
活性化を図るとともに勉学
との両立を目指し生徒の心
身の向上を促す。

目標：学校行事(学校祭・文
化部発表会など)の内容に
ついて充実していると思う
生徒80%以上

①生徒の主体的な進路実
現のために適切な支援を
行う。

目標：明確な目標を持ち、
就職または進学しようと取
り組んだ生徒の割合80％
以上

②進路に関する情報を充
実させ、生徒の実態に即し
て提供する。

目標：適切な進路情報を得
たと感じる生徒・保護者の
割合70％以上

①清掃の支援や監督を行
い、生徒が環境美化に取り
組む姿勢を育成する。

目標：校舎内外の環境美化
に心がけている生徒の割
合90%以上

②保健調査や定期健康診
断の結果をもとに、適切な
保健支援を行う。また、保健
だよりなどの発行を通じた
啓発活動により、保健知識
の普及を図る。

目標：自分の健康状態を把
握し、検査や治療を受ける
ようにし健康管理に努めた
生徒の割合90%以上

①PTA活動や学校行事に
関する情報発信を行い、保
護者と教職員の連携を深め
るとともに、各種学校行事
への保護者の積極的な参
加を促す。

目標：ＰＴＡ活動や学校行事
の参加を通して、保護者と
教職員の連携が取れてい
ると感じている保護者の割
合90%以上

②生徒の健全育成・進路実
現のために、保護者の研修
の機会を充実させるととも
に、生徒の意見も積極的に
採り上げ、教育環境の整備
を図る。

目標：教育環境の整備、改
善に努力している教職員の
割合80%以上

①新入生図書ガイダンス、
全校一斉読書タイムなどを
行い読書への関心を高め
る。

目標：生徒が読書に親しむ
ことが出来たと感じている
割合80%以上

②図書委員会の活動の充
実、広報活動による図書館
利用の拡充を図る。また新
聞記事の紹介・掲示を通じ
て社会情勢に関心を持たせ
る。

目標：新聞活用を通じて広く
社会情勢に関心を持つ機
会、及び図書館の利用が
増加した生徒の割合70%以
上

①学年会、はぐくみ委員会
など全校協力体制のもと、
問題の早期発見解決に努
める。

目標：各担当部署と連絡を
密にし、生徒の相談活動を
行っている教職員の割合
70％以上

②生徒へのアンケート、生
徒理解のための研修会な
どを通して、生徒を正しく理
解できるよう努める。

目標：アンケートや研修会
等を通じて、生徒の特徴を
理解するよう努めている教
職員の割合70％以上

学校業務改善の取組

①ノー残業デーを導入し、会議・行事の精査、簡素化、削減を図る。
②本校「部活動に係る活動方針」に則り、効果的、効率的、合理的な
　部活動を目指す。

人権教育の推進

①あらゆる教育活動を通して、自己有用感を高め、お互いに認めあう
  生徒の育成を目指す。
②命の尊さを理解し、尊重する態度を育てる。

重点目標

・生徒の学習への取組な
ど、その実態を常に把握
する。
・生徒の学習意欲を高め
るための分かる授業の推
進に努める。

・生徒の自主的活動を重
視し、規範意識の向上を
目指す。
・特別活動の活性化に努
める。

・生徒の主体的な進路実
現のために適切な支援を
行う。
・望ましいキャリア形成が
できるよう支援に努める。

・校舎内外の環境美化の
推進に努める。
・心身ともに健康な生活が
送られるように、生徒自身
で健康管理ができる能力と
態度の育成に努める。

・保護者との連携を深め、
生徒の健全な育成に努め
る。
・学校施設の充実と教育
環境の改善に努める。

令和6年度　福井県立福井商業高等学校スクールプラン

日本一の商業高校を目指し
１ 生徒一人ひとりの可能性を引き出し、教科支援をはじめすべての分野でバランスのとれた教育を行い、

社会に貢献できる人材を育成する。
２ 社会規範や高い倫理観を持った人材を育成する。
３ 情報活用能力やコミュニケーションの能力など将来職業人として必要な基本的資質を身に付けた人材を

育成する。
４ 商業に関する豊富な知識・技能を身に付けた人材を育成する。

「誠実・健康、進取・明朗、商業の知識技能」教育目標（方針）

福井県教育委員会

「一人一人の個性が

輝く、ふくいの未来
を担う人づくり」
(福井県教育振興基本計画の

基本理念)
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